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カ ドム チ ェ フ 先生の 想い 出

核融合科学研究所　佐藤哲也，岡本 正雄

　 カ ドム チ ェ フ 先 生が 8月 19日に ご 他 界 され た．カ ドム チ ェ フ先 生 と言 えば，世 界第
一
級 の 科学者で あり，核融合研究の

黎明期か ら，プ ラ ズ マ 物理
・
核融合研究お よ び 関連分野の 世界的最高指導者 の

一．一・
人で あ っ た 方で ある．Boris　BorisQvich

Kadomtsev ，1928年11月 9 日，旧 ソ ヴ ィエ トカ ザ フ ス タ ン共和国生 まれ ， 70才の 誕 生 日 まで 後82日で あっ た．子供時代は

あ らゆ る こ とに興味 を持 つ 少年で，化学 と物理 の 実験が 大好きで あっ た とい う．1951年12月に モ ス ク ワ大学物理学部を卒

業 し，1954年に 博士 の 学位を得た 後，ユ952年か ら1956年まで オ ブ ニ ン ス ク物 理 ・エ ネル ギー研 究所 の 研 究員 を勤 め られ た．

カ ドム チ ェ フ 先 生 は，こ の こ ろ クル チ ャ トフ博 士 に よっ て 組織 され た全 ソ ヴ ィエ ト核融 合 会議 に参加，も とも と多数 ・少

数自由度の 複雑系に興味の あ っ た先生 は ，プ ラズマ ・核融合研究に 強い 興 味を持ちこ の 方面 に転 じられ た そ うで あ る （た

だ し，
こ の 当時 は ， 核融 合研 究は 旧 ソ ヴ ィエ トの 最高機密で あ っ た ）．1956年に クル チ ャ トフ 原子 力研究所 （モ ス ク ワ ）の

研究員に な り，プ ラ ズマ
・
核融合の 研究 に着手 され始め た．トカマ クの 発案者の ア ル チ モ ヴ ィ ッ チ博士 が亡 くな られた後，

1973年か ら プ ラ ズマ 物理研究部の 部長を務め られ た ．ソ ヴ ィ エ ト崩壊後は ，ロ シ ァ 科学 セ ン タ
ー・クル チ ャ トフ 研 究 所 ・

核 融 合研 究所 の 所 長 に な られた．先 生 は ，ソ ヴ ィエ トお よ び ロ シ ア 科学 ア カ デ ミー会 員 で あ り，また，ス ウ ェ
ー

デ ン 科学

ア カ デ ミ
ー

会員 に も選出 され て お られ た．

　カ ドム チ ェ フ 先生の 極め て顕著な学問的業績 は余 りに も有名で あ り， 特に その 直感力と独創性 は非凡 な もの と して 誰 も

が尊敬 してい る．プ ラ ズ マ 物理 ・
核融合 研 究者 の 間で は先生 の 多 くの 論文が今で は常識に なっ て い る もの が 多い ．先生 の

多くの 業績 は よ く知 られ て い る の で い ちい ちあげる 必要もな い で あろ う．例 えば，「Plasma　Turbulence」 の 教科書は，多

少年 輩 の 人 （特 に理論 家） の 多 くは若 い 頃 に読 ん だで あ ろ う と思 わ れ る，「プ ラ ズ マ の 集 団 運動」 （難 波 忠清 ・
水野 幸雄訳）

も名著で あり広く読 まれ て い る．捕提粒子不安定性の 論文も我 々 の 若い 頃は必読の 論文で あ っ たが，今 は，トカ マ ク の 逆

磁場 シ ア放電と関連 して若い 方達 も読ん でい る．トカ マ クの 磁気再結合あるい は崩壊型不 安定性 の 理 論モ デ ル （カ ドム チ

ェ フ
・モ デル と呼ばれ て い る）は，プ ラ ズ マ 物 理 ・核 融 合研 究 に 決定 的 影響 を与え た もの と思 われ る．若谷 誠宏先生 が カ

ドム チ ェ フ 先生 ご 自身か らお 聞 き した とこ ろ に よ る と，自分 の 成 果の 中で こ の 研究が 特 に 好 きだ っ た そ うで ある．先生 は

卓越 し た 理 論家で あ ら れ た が ，同 時に 実験 に 密着 し た 理 論研究に お い て も特 に優 れ た 科学者で あ られ た．INTOR 計 画 に

参加 され ， また ITER 計 画 には TAC の 委員 と して 深 く関与 され ， 計1呵に大 き く貢献 され て こ られ た こ とは よ く知 られ て

い る とお りで ある．こ の よ うな 国際協力 を通 して，森　茂先生 や 関口 　忠先生 を始め，多 くの 日本人研究者 との 結び つ き

が深め られた．

　先 生が 初 め て 日本 を訪問 され たの は，多分 1977年 に 日本 原 子力研 究所 がお 招 き した と きと思 われ る ．こ の と きは，著者

の
一人 （岡本正雄）が，先生 の 関西旅行 （主 と して 京都大学ヘ リ オ トロ ン核融合研究セ ン ターと大阪大学 レーザー核融 合

研 究セ ン ターを ご 訪問） にお供 した ．京都で は
，

た ま た ま祇園 祭の 宵山 で 先 生 は鉾 を珍 しそ うに ご 覧 に な られ，峭薬師で

はモ グ ラ 叩 きに興ぜ られ，三 条の す き焼 屋 で は ソ ヴ ィエ トで 新 し く開発 され た発振器の 話 を された．こ の と き初め て ジ ャ

イ ロ トロ ン とい う言葉 を聞い た．また，1979年，ロソ 協力開始の た め に，市川芳彦先生を代表 とする 日本の プ ラズ マ ・核

融合研究者5名 （r 問圀興，若谷誠宏，津田 孝の 諸先生 方 と佐藤哲也）が ソ ヴ ィ エ トを訪れ た際，少 し薄暗い ク ル チ ャ ト

フ 研究所の カ ドム チ ェ フ 先生の 研究室を表敬訪問 した，プラ ズマ 乱流 につ い て 議論 を したが，カ ドム チ ェ フ 先生 は私 た ちが

よ く理解 して い ない 問題 につ い て ，極 め て わか りや す くご教授 して 下 さっ た こ とが昨 日の こ との よ うに懐か し く思 い 出さ れ る．

　1993年，カ ドム チ ェ フ先 生 と飯 古厚夫先 生 との 話 し合 い に よ り，核融 合科学研究所 とク ル チ ャ トフ 核融合研究所は 研 究

協力関係を結ん だ．こ の 協力関係の
一

環 と して カ ドム チ ェ フ 先生を核融合研 の 外 国人客員 教授 と して お迎 え した．実 際 は

極め て多忙 な方で あ るの で実現 まで には か な り苦労 した が ， 飯 吉 所 長 の ご 尽 力が 功 を奏 して ， 1994年11月22日か ら翌 年の

2月 21日 まで の 3 ヶ 月 間，核融合 研 （東IlIサ イ ト）に滞在 して 下 さ っ た．カ ドム チ ェ フ 先生が 日本に 長期滞在され た の は
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こ れ が初 め て で ， そ して残念 なが ら最後 にな っ て し まっ た．カ ドム チ ェ フ先生 は特別礼儀正 しい 方で ，また大 変気 さ くで

周 りか ら好意の 持た れ る方で あ っ た．先 生 は 「Ball　Lightning　as　Setf−Organization　Phenomenon 」 の 題名で 講演され，また

量 子 力 学 的観測 問題 に直接 関連 し て
「Quantum　Telegraph ：is　it　posSible ？」 の 講 演 もさ れた．両 方 と も理学部や 工学部の

先生 方，他 大 学 の 先 生 方が 多 数 参 加 され た．また ，学生 の た め に も 「Cooperative　Phenomena 　in　Plasmas」 の 連 続講 義 を

してい ただ い たが，多数の 学生 ・
教官が聴講 した．研究所の ほ とん どの 理 論家 と は それ ぞ れ個別 に研 究討論を して い た だ

い た．当研 究所が建設を進め て い た LHD 計画 に も強い ご 興味 を示 され，担当者 と直接接触 され，い ろ い ろ質問 され大 変

激励 して 下 さ っ た．3 ヶ 月 の こ滞 在 中，先生は 東大，京大，原研，日立の 基礎研などを訪問され，多 くの 研究者 と懇談
・

議論 され た．わずか 3 ヶ 月の こ滞在 で あ っ たが，先 生 は量 子力学的 観測 の 問 題 か ら，核融合，プ ラ ズ マ ，火の 玉の 問題 ま

で 多 くの 話 題 を提供 され る
一一
方，ITER の TAC 活動 な どに も ご活躍 され，多 くの ，特に 若手研 究者 に大 きな影響 を与え ら

れ た．京都，東京 で はア ン トニ ーナ ・カ ドム チ ェ ヴ ァ 夫人 とい ろ い ろ な所 を観光 さ れ ，日本を楽 しん で い ただ い た．先生

ご夫妻は 特 に神社 に ご興味が お ありの ようで，休みの 日は ， 名大 近辺 の 小 さ な神社 を巡 り歩か れ て い た よ うで ある．

　 1995年の お正月 に私た ちは カ ドム チ ェ フ 先生 ご夫妻 をお 招きした．先生 ご夫妻は大変な教養人 で ， 芸術
・
学問

・文化
・

歴 史等 々 次か ら次へ と面 自い 話 を して 下 さっ た．ワ グナーはモ ス ク ワ で 演奏 され る こ とは ほ とん ど ない など厳しい 話もで

た が，お 二 人は こ との ほ か ロ シ ア を愛 され て い る よ うで，ア ン トニ ーナ 夫人の
「多 くの 偉 い 科学者が ア メ リカ ・ヨ ーロ ッ

パ へ 移 住 して行 っ てい る が ， 苦 しい 時ほ ど国に 留まら なけれ ば」 と言 われ た 言葉が大変印象深 く残 っ て い る．こ の 日，日

本で は正 月に は宮中で 歌会始めの 儀式が あ る と申し上 げ た と こ ろ ，
カ ドム チ ェ フ 先生 は 紙を

一
枚所望 され ， その 場 で ロ シ

ァ語で 即興詩を書かれた．最後 に こ の 時の 先生 の 詩 を以 下 に記 して ，先生 の 偉大な学問的功績に感謝 し，心 か ら ご冥福 を

お祈 り致 し ます．
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（核 融合科学研 究所客 員教授 の A ．Krasilnikov先生 に よる 英 訳）

　 In　Country 　of　Rising　Sun

　 We 　been　together

　 Our　Japanese　friends

　 Met　kindly　us

　 Forever 　will 　Nagoya

　 Be 　beautifuE　for　usAntonina

　and 　Boris　Kadomtsev20f

　January　1995
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